
 

 

生物の共通性と多様性（進化）で捉えた生命領域カリキュラム 
－「変異・選択・適応」を中心とした大学生と中学生の比較調査から－ 
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１ 問題の所在と研究の目的 

2020年12月に，国際教育到達度評価学会が主催す

る国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2019）の結果が

公表された。その中で，砂漠の絵の中に描かれた「生

物と無生物」を区別する出題の正答率（37％）が，国際

平均（45％）より低いことが指摘1）された。生物概念に関

する出題への正答率が低いことは以前から指摘されて

いた（TIMSS2007；2011）。生物概念についてこのような

結果が出てくるということは，日本の教育課程や学習指

導には，TIMSSが求めている生物概念の育成につな

がりにくい要因が潜んでいる可能性2）がある。生物概念

を育成するキーワードは，「共通性」と「多様性」

を兼ね備えた「進化」にある。「進化」の理解によ

って，現代生物学の統一的な理解が可能となり，遺

伝・進化など生物概念の育成3）4）に繋がると考えた。 

そこで本研究では，科学的進化概念の獲得と，誤

概念の払拭の観点から，大学生の保持する進化理論

の枠組が科学的進化概念へどのような経緯で概念変

容していくのか，特にネオ・ダーウィニズム（遺伝

的変異を含む自然選択説を中心とした科学的進化理

論）に関する理解度を，中学生と大学生の比較によ

り明らかにすることを目的とした。 

２ 研究の方法 

検証方法は，まず 6つの進化に関する誤概念に科

学的進化概念のネオ・ダーウィニズムを加えた 7つ

の進化理論の枠組 3）に則って，大学生の進化に関す

る2つの課題の回答結果を表１のように整理 4）した。 

1つめの課題は，「水中から陸上への進化」につい

て，古生代の硬骨魚類から初期の両生類への進化の

過程を，【適応・世代性】という評価の観点で説明す

るものである。この大学生の回答結果を，７つの進

化理論の枠組で分類したものが表1の③である。 

2 つめの課題は，自然選択説を中心としたネオ・

ダーウィニズムを用いてキリンの進化を，【変異・選

択・適応】という評価の観点で説明するものである。

この大学生の回答結果を，先と同様に 7つの進化理

論の枠組に分類したものが表1の④である。 

３ 調査結果 

大学生の回答結果を表1の③・④に掲載した。比

較のため，表1の①・②には中学校3年生における

ほぼ同様の調査結果 3）を整理し，検討を加えた。 

表1．「進化理論の枠組」における各度数及びその割合 4） 
※上の数字は度数〔人〕，下の括弧内の数字は割合〔％〕 
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②中学校３年生
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10
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③ 大学 ３年生
【適応・世代性】
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④ 大学 ３年生
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（左へ行くほど）誤概念　↔　（右へ行くほど）科学的進化概念
①は2018年5月（N=55），②は2019年2月（N=55），③は2021年4月（N=18），
④は2021年11月（N=15）のそれぞれ調査結果。　　②と④はほぼ同一課題  

４ 考察とまとめ 

大学生における２つの進化課題の回答による質的

分析から，【変異・選択・適応】などの学習によって，

「獲得形質の遺伝（ラマルク説）」や「目的論的な進

化」など誤概念による説明が減少し，科学的進化概

念（ネオ・ダーウィニズム）による説明へと変容し

ていくことが見いだされた。この大学生の検証結果

は，先の中学校3年生の調査結果と同様であり，【変

異・選択・適応】の学習の有効性が示唆された。 

2022 年 5 月，「分類の仕方」の単元において中学

校1年生に，「生物と無生物の違い」や「生物の共通

点」について，協働的に討論させたところ，表2の

3 点に収束した。引き続き，生物概念の形成を促す

生命カリキュラムを探ることが今後の課題となる。 

表2．生物（植物と動物）の共通点:（2022 年5 月：N=183） 

①呼吸する。 ②環境に適応する。 ③遺伝し変異する。 
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